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オフィス山田の
手作りパソコンネットワーク

山田祥平

オフィスで複数のパソコンを使っていて、そのうちの1台にモデムをつないでいたとし

ても、隣のパソコンのファイルを見るために移動しなくてはならない。インターネット

と騒いで始めてみたものの、アクセスするホスト局が１つ増えたのと変わりない。そ

んな環境にある人のために、本当のインターネット環境とは何か、どうやって作るの

か、身近なところから解説していこう。

Vol.1複数のパソコンをつなぐということ（上）
ローカルネットワークがあれば隣のパソコンのファイルが見える

コンピュータとあまり縁のない一般の人

たちの間では、インターネット＝WWWみ

たいな図式がすっかりできあがってしまった

ようだ。多少の知識があったとしても、モ

ザイクでWWWサーバーを渡り歩くネット

サーフィンだけでインターネットのすべてを

堪能したつもりになってしまう。これは、と

ってももったいないのではないだろうか。

とくに、パソコンとモデムでインターネッ

トを使わざるをえない多くのユーザーの中に

は、旧来のパソコン通信サービスが積極的

に提供するようになってきているtelnetや

ftp、ネットニュース、電子メールといった

アプリケーションだけでは満足できず、なん

とか、ほかのインターネットプロバイダーの

会員になろうとしている人もいる。彼らに

とっては、PPP接続でモザイクを使わなけ

ればインターネットじゃないのだろう。

その気持ちは、わからないでもない。た

とえば、あるホストから別のあるホストに

telnetしようにも、相手先のコンピュータ

は自分が会員になっているホストだとすれ

ば、結局は2つのサービス、両方の使用料

金を支払うことになってしまう。そのくら

いなら、電話をかけなおしたほうが結果的

に安くつく。

また、ftpで巨大なファイルをダウンロー

ドできたとしても、28.8Kbps程度のスピー

ドでは、電話代や所要時間などを考えると、

CD-ROMを買ったほうがてっとり早い。か

といって、プロバイダーに登録して、ダイ

アルアップIP接続ができたとしても、電子

メールの受け取りには、自分のドメイン名

を持てるわけじゃない。プロバイダー名を冠

にした電子メールアドレスしか取得できな

いのなら、パソコン通信サービスの電子メ

ールと同じだ。

などなど、便利さと紙一重で、諸問題が

残っていて、いまひとつ、インターネットの

存在を身近なイメージでとらえきれない。少

なくとも、バラ色の世界とはちがうようで

はある。

じゃあ、パソコンユーザーにとってのイン

ターネットというのは、いったい何なのだろ

う。

この連載では、そのあたりを実感するた

めに、とにかく、インターネットを自分の

うちの中に作る作業を始めてみようと思う。

何のことはない。要するに複数台のパソコ

ンをつないだローカルエリア・ネットワーク

を作り、インターネットプロトコルでつない

でみようというわけだ。そして、それで得ら

れる環境がいったいどんなものなのかを紹介

することにしたい。まずは、ローカルでうま

く使ってみようという発想だ。

最終的には、そのローカルのネットワー

クをなんらかの方法でインターネットに接続

する。専用線を引くかもしれないし、ダイ

アルアップかもしれない。いずれにしても、

ごく普通のマンションに、住居兼事務所を

かかえるぼくのようなフリーライターが、イ

ンターネットを自分の仕事に生かすために

は、いったいどのような環境を作ればいい

のかを模索していきたい。

このケーススタディは、数人のスタッフ

で仕事を進める現場…それは会社1つかも

しれないし、あるいは、1つのセクションか

もしれない…が、インターネットをグループ

ワーキングにどう生かすかのヒントにもなる

と思う。

優れたアドミニストレーターがいて、すべ

ての面倒を見てくれ、ユーザーはユーザー

に徹していればいいような大企業ではなく、

とりあえずは、自前で何でもやらなければ

ならない、もう少し小規模な組織に役に立

つような記事にしていきたいと思っている。

▼スタンドアロン環境
オフィス山田の場合

まずは、ノートブックパソコンを含め、複

数台のパソコンがあり、それぞれがスタンド

アロンで動いている状況からのスタートだ。

ぼくの場合も同じ道をたどってきた。と

くに、MS-DOSをプラットフォームにして
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いた時代は、一度に複数のアプリケーショ

ンを動かしたり、それらを切り替えて使う

というわけにはいかなかったので、常にパソ

コンは2台を用意し、片方はほぼワープロ

ソフト専用にして原稿を書き、そして、も

う片方は、パソコン通信をしたり、原稿の

ネタとなるアプリケーションを動かすために

使ってきた。書きあがった原稿はフロッピ

ーディスクにコピーし、もう1台のパソコン

に持っていき、アーカイバで圧縮、ishなど

のツールを使ってテキスト化して送信する。

バイナリーファイルを電子メールで気軽に

送れるようになったのは、つい最近のこと

だ。

印刷に関しては、メルコのプリンタバッ

ファを使っていた。この機器には、2台の

パソコンと1台のプリンタを接続しておくこ

とができ、どちらのパソコンからでも印刷が

できた。同時に印刷を開始したとしても、

タッチの差で早くデータが届いたほうの印刷

ジョブからプリントが開始され、もう片方

のパソコンは待たされる。これはこれで便利

な周辺機器ではあった。うちでは、PC-

9801VM2×2台から、PC-9801ES2×2

台の2世代にわたって、この環境で満足し

てきた。

いずれにしても、フロッピーディスクなど

という原始的な方法で、パソコンとパソコ

ンの間で、データを持ち運んでいたわけだ。

まだネットワークを組んでいない現場では、

事情は似たようなものじゃないかと思う。

ぼくの場合は基本的にほとんどの作業を

1人でこなすので、それほど混乱することは

なかった。しかし、複数のメンバーで構成

されるスタッフが共同のプロジェクトにたず

さわっている場合、共有するデータファイ

ルが、どのような状態でメンバーに行き渡

っているのかを考えてみよう。意外と多い

のが、紙に印刷された企画書や報告書とい

うオチになったりしていないだろうか。いや、

その報告書を印刷するのでさえ、高品位印

刷ができるページプリンタが1台しかなく、

それがつながっているパソコンのところまで、

フロッピーディスクを持って移動なんてこと

にはなっていないだろうか。

問題は、手間のことよりも、アップデー

トが同時に行われないことだ。最終更新日

付の違う、少しずつ内容の異なる書類が存

在することは、トラブルを誘引するにちが

いない。

▼ネットワーク環境
オフィス山田の模作

ネットワークは、パソコン、そして、そ

れに接続された周辺機器類を共有する環境

を提供する。

さらに、きわめて便利なコミュニケーシ

ョンツールを提供する。

要するに、今、ぼくらがインターネット

やパソコン通信サービスを使って、アカの

他人と享受している環境である。これらの

環境がとても重宝することを、外部との接

続で体感してわかっていても、内輪のネッ

トワーク構築には着手さえしていないとい

うのが常である。

インターネットでは、そこに接続された

コンピューターのユーザーそれぞれが、自分

で必要な情報を得るために、ほかのコンピ

ュータを使ったり、あるいは、自分で情報

を公開することができる。そういう意味で

は、すべてのコンピュータは対等であるとい

えるだろう。

オフィスに散在するパソコンもそうあるべ

きだと思う。誰もが情報を公開することが

でき、誰もが、その情報にアクセスするこ

とができる。もちろん、セキュリティのこと

をきちんと考え、人に見せたくないデータ、

あるいは、見られては困るデータも存在す

る。それをうまくパーミッションコントロー

ルするための仕掛けは必要だ。

うちでは、その後、ご多分にもれず、

オフィス山田のスタンドアロン時代
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PC/AT互換機を2台導入し、常に2台を使

っていた98シリーズは、1台だけとなった。

最初に手に入れたのは、Windows for

Workgroupsのスターターキットだった。こ

のパッケージには、インテルのネットワーク

インターフェイスが2枚添付されていて、ボ

ードをセットし、ケーブルでつなぐだけで、

誰でも簡単にネットワークが組めるように

なっていた。つないでみたところ、あまりに

も便利で、ネットワークとは、こういうも

のなのかと感動した覚えがある。なにしろ、

隣のパソコンのハードディスクが、まるで手

元のパソコンにつながっているかのように利

用できるのだ。

残念ながら、Windows For Workgroups

は、日本語化されなかったが、そのころ、

WindowsNT3.1のβテストが始まり、ぼく

もそのテスターの一人として、試験運用を

始めることになった。PC/AT互換機1台で

WindowsNTを動かし、その他のパソコン

では、Lan Managerのクライアントソフト

を使って、NTにアクセスする。インテルの

ネットワークインターフェイスは、そのまま

利用できたし、98用にはアンガマンバスの

カードを買ってきた。とりあえず、こんな感

じで、まがりなりにも、3台のパソコンで構

成されるネットワークが我が家にできあがっ

たわけだ。現状では、このネットワークは、

もう少し規模の大きなものになっている。

NTも3.5となり、まともに動き出したWin-

dows95のβ版のおかげで、すべてのパソ

コンが対等に情報を共有できるピア・ツ

ー・ピアのネットワークができあがった。こ

のあたりは、読者諸氏にとっては、非常に

興味のあるところではないだろうか。

▼気になるWindows95
次回に乞うご期待

この連載は、半年にわたって続ける予定

になっている。

まず、次回は、1つのオフィスや部屋、

自宅などに散在しているパソコンを、物理

的に接続するための基本的なポイントにつ

いて話を進める。とりあえず、現状のうち

のネットワークを紹介し、今、最もリーズ

ナブルなネットワーク環境をWindowsNT

とWindowsパソコンで作るためのノウハウ

を紹介していくつもりだ。サルでも組める

ネットワーク的なレベルでやっていこう。

第3回目は、ローカルエリア・ネットワ

ークでのコミュニケーションの話。cc:Mail

やMicrosoft Mailなどの電子メールシステム

についてふれていく。

第4回目は、PC-UNIXの話。インター

ネットのドメイン名を取得して、インター

ネットメールが、ちゃんと自分のところに届

くようにし、そのPCも、既存のLANにつ

ないでしまう。

第5回目は、インターネットメールと、

パソコンのメールシステムとの間のゲートウ

ェイの話。この頃には、Windows95のス

ペックもほぼ確定し、ひとつのソリューショ

ンとして、 この新しいオペレーティングシ

ステムが、インターネットやLANに対して

どのような便宜を図ってくれ、どう使える

のかがはっきりしているだろう。トレンドで

もあるので、Windows95については、随時

ふれていくつもりだ。

第6回目は、LANのインターネットへの

本格的な乗り入れの話。専用線を使うの

か、ISDNでダイアルアップするのか、そし

て、どこにつなぐのか。そのあたりの損得

勘定ともに、どうするのが、最も合理的か

を考えていく。

日本では、ネットワークの普及がずいぶ

ん遅れてしまった。「ネットワークする」と

いうと、ニフティサーブやPC-VANといっ

た各大手商用パソコン通信サービスのホス

トコンピュータにアクセスし、各種のアプリ

ケーションを利用することを指すような文化

ができてしまったくらいだから、相当のもの

だ。

インターネットもまた、このパソコン通信

の延長と考えてしまうと、それが秘めた大

きな可能性を見失ってしまうことになりか

ねない。先見性のある企業は、インターネ

ットをどうビジネスに生かせるかをすでに模

索し始め、実際に行動を起こしている。そ

のビジネスが成功するかどうかは、ぼくらの

ようなインターンネットパンピー（インター

ネットに対するマニアではない一般ピープ

ル）が、どんな意識改革をするかにかかっ

ている。

6回という短いスパンでも、インターネッ

ト、そして、パソコンシーンを取り巻く状

況は、めまぐるしく変わっていくだろう。で

きるだけ、最新のトレンドもあわせて紹介

できるようにしていきたいと思っている。ど

うか、ご愛読くださいますよう。

オフィス山田の
手作りパソコンネットワーク

オフィス山田初めてのローカルネットワーク
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